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嵐
牛
と
そ
の
仲
間
た
ち
（
一
）

─
大
井
川
原
の
相
撲
見
物
─「

嵐
牛
友
の
会
」
顧
問

加
藤

定
彦

旧
東
海
道
の
日
坂
─
掛
川
を
歩
い
た
方
は
、
旧
道
が
国
道
の
一

号
線
と
重
な
っ
て
い
る
事
任
八
幡
宮
の
前
を
掛
川
方
面
へ
暫
く
進

む
と
陸
橋
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
旧
道
を
直
進
し
た
右
（
北
）
側
、

屋
敷
の
塀
に
幕
末
期
の
俳
人
伊
藤
嵐
牛
を
紹
介
す
る
案
内
板
が
立

っ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
記
憶
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

嵐
牛
は
遠
江
国
佐
野
郡
汐
井
河
原
（
現
、
掛
川
市
八
坂
）
の
人

で
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
生
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

五
月
二
十
八
日
の
没(

)

。
俗
名
は
伊
藤
清
左
衞
門
豊
蔭
、
別
号

79

を
柿
園
・
白
童
子
な
ど
と
い
う
。
三
河
国
岡
崎
の
卓
池
に
俳
諧
を

学
び
、
国
学
・
和
歌
を
近
隣
伊
達
方
の
石
川
依
平(

一
七
九
一
～

だ

て

が

た

よ
り
ひ
ら

一
八
五
九)

に
学
ん
だ
。
農
業
と
鍛
冶
を
兼
職
、
家
督
を
譲
っ
て
か

ら
は
俳
諧
に
専
心
し
、
遠
江
国
を
中
心
に
多
く
の
門
人
を
擁
し
た
。

社
中
の
発
句
集
に
『
そ
の
ま
ゝ
集
』
初
編
（
安
政
四
年
・
一
八
五

七
）
～
六
編
（
明
治
四
年
・
一
八
七
一
）
が
あ
り
、
没
後
に
は
門

人
ら
が
『
嵐
牛
発
句
集
』（
明
治
十
三
年
）
を
出
版
し
て
い
る
。

ご
子
孫
の
伊
藤
鋼
一
郎
氏
は
こ
こ
十
数
年
、
嵐
牛
の
遺
著
や
遺

墨
類
を
整
理
さ
れ
、
夫
人
の
協
力
を
得
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
嵐
牛
蔵
美
術
館
」

を
開
設
す
る
な
ど
、
嵐
牛
の
顕
彰
と
襲
蔵
資
料
の
活
用
に
努
め
ら

れ
、
昨
年
の
夏
に
は
俳
文
学
会
東
京
例
会
有
志
二
十
名
余
の
訪
問

を
受
け
、
嵐
牛
の
遺
著
や
関
係
遺
墨
類
を
惜
し
み
な
く
閲
覧
・
鑑

賞
に
供
さ
れ
た
。
そ
の
前
後
二
ヶ
月
間
、
掛
川
市
立
大
東
図
書
館

で
市
教
育
委
員
会
ほ
か
と
の
共
催
で
特
別
展
「
ふ
る
さ
と
の
俳
人

嵐
牛

と
そ
の
仲
間
た
ち
─
芭
蕉
か
ら
十
湖
ま
で
─
」
が
催
さ
れ
た
こ
と
も

記
憶
に
新
し
い
。
交
通
不
便
な
会
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
元
市

民
だ
け
で
な
く
、
遠
来
の
専
門
家
や
俳
句
愛
好
家
の
方
々
も
多
数

ご
来
場
頂
き
、
企
画
者
の
一
人
と
し
て
感
謝
に
堪
え
な
い
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

伊
藤
鋼
一
郎
氏
は
さ
ら
に
嵐
牛
の
評
伝
書
や
遺
稿
集
な
ど
の
公

刊
を
志
し
て
お
ら
れ
る
。
出
版
事
情
の
厳
し
い
昨
今
、
出
版
の
実

現
に
は
原
稿
執
筆
だ
け
で
な
く
、
頒
布
・
普
及
面
で
の
広
汎
な
サ

ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い
。
よ
っ
て
、
私
ど
も
は
こ
の
四
月
か
ら
「
嵐

牛
・
友
の
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
、
本
誌
紙
面
を
お
借
り

し
て
嵐
牛
た
ち
の
作
品
が
も
つ
魅
力
を
伝
え
、
俳
句
と
郷
土
文
化

を
愛
す
る
方
々
に
入
会
と
支
援
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。

＊

特
別
展
に
は
嵐
牛
の
遺
し
た
日
記
二
冊
、
慶
応
三
年
と
翌
四
年

（
明
治
元
年
）
の
二
冊
を
出
品
し
た
。
解
読
に
は
す
こ
ぶ
る
難
渋
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し
た
が
、
慶
応
三
年
の
日
記
で
は
、
門
人
た
ち
の
要
請
に
よ
り
、

➀
二
月
四
日
～
二
十
四
日
は
島
田
、
②
三
月
九
日
～
二
十
九
日
は

森
（
森
町
）
、
③
六
月
十
三
日
～
七
月
朔
日
は
平
宇
（
袋
井
市
）
・

森
・
岡
津
（
掛
川
市
）
、
④
七
月
十
八
日
～
八
月
八
日
は
再
び
島
田
、

⑤
九
月
二
十
日
～
十
月
九
日
は
横
須
賀
（
掛
川
市
）、
⑥
十
月
十
六

日
～
十
一
月
七
日
は
平
宇
と
六
回
出
張
、
連
句
を
指
導
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
④
の
島
田
へ
の
出
張
は
、
二
日
前
に
迎
え
が
来
て
、

翌
日
に
荷
物
を
送
り
、
十
八
日
に
出
立
、
朝
五
ッ
時
に
金
谷
横
町

の
清
四
郎
宅
に
寄
り
、
大
井
川
の
川
明
き
を
待
っ
て
い
る
と
同
地

の
門
人
梅
春
・
月
塘
が
酒
を
持
参
。
夕
方
、
漸
く
川
を
渡
っ
て
島

田
の
雪
香
（
秋
野
吉
之
丞
）
宅
に
到
着
。
梅
城
ら
が
早
く
か
ら
師

の
到
着
を
待
ち
か
ね
て
い
た
。
同
年
の
『
誹
諧
と
め

二
』
の
筆
録
、

文
月
十
八
日
初
メ

於
有
嘉
園
興
行
／
両
吟

角
力
取
に
近
付
出
来
て
盆
の
月

習
静

大
事
々
々
に
お
ろ
す
初
薯
蕷

嵐
牛

は
つ

い

も

以
下
の
歌
仙
に
よ
る
と
、
早
速
連
句
を
巻
き
始
め
た
ら
し
い
。

島
田
で
は
お
盆
休
み
と
い
う
こ
と
で
大
相
撲
を
呼
ん
だ
ら
し
く
、

『
金
谷
町
史

資
料
編
二

近
世
』
六
九
二
ペ
ー
ジ
に
、
こ
の
年
の

文
書
と
し
て
、「
角
力
せ
わ
人
／
町
内
中
老
」
が
「
番
生
寺
村
／
御

衆
中
様
」
に
宛
て
た
八
月
廿
二
日
付
け
の
「
六
百
拾
壱
文
」
受
取

証
文
「
角
力
世
話
人
金
子
請
取
覚
」
が
収
録
さ
れ
て
い
て
、
近
村

で
協
力
し
合
っ
て
相
撲
興
行
に
当
た
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

帰
庵
し
よ
う
と
決
め
た
八
月
五
日
、
明
け
方
か
ら
の
降
雨
で
大

井
川
が
川
止
め
と
な
り
、
や
む
な
く
滞
在
、
翌
六
日
、
ぜ
ひ
帰
庵

し
よ
う
と
早
起
き
し
た
が
や
は
り
川
止
め
と
な
っ
た
。「
夜
に
入
り
、

関
取
小
野
川
（
関
脇
）、
遊
び
に
来
。
酒
・
小
唄
・
三
味
線
な
ど
よ

く
せ
ら
れ
て
、
更
た
け
る
ま
で
遊
び
て
帰
ら
る
。
弟
子
な
ど
つ
れ

ふ
け

来
り
、
相
伴
人
な
ど
多
く
、
大
ニ
に
ぎ
は
へ
り
」
と
番
狂
わ
せ
の

展
開
と
な
っ
た
。
翌
七
日
、
快
晴
と
な
っ
た
が
、
小
野
川
に
惚
れ

込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
、「
さ
そ
は
れ
て
大
ず
ま
う
見
に
行
く
。
場
処
、

大
井
川
原
に
て
、
風
ハ
あ
れ
ど
、
石
原
ほ
め
き
つ
よ
し
。
七
ッ
（
午

後
四
時
頃
）
前
、
打
出
し
。
帰
路
暑
し
」
と
相
撲
を
見
物
、
草
臥

れ
は
て
て
早
寝
、
翌
八
日
、
二
旬
に
し
て
漸
く
帰
庵
し
た
。

日
記
に
よ
る
と
、
島
田
で
は
砂
白
・
清
節(

桜
島
住)

・
松
雨
ら

島
田
連
中
と
風
交
、
先
の
『
俳
諧
と
め

二
』
に
両
吟
歌
仙
五
巻
、

両
吟
半
歌
仙
（
十
八
句
）
二
巻
、
三
吟
半
歌
仙
一
巻
が
筆
録
さ
れ
、

五
巻
は
以
下
の
嵐
牛
発
句
で
始
ま
っ
て
い
る
。

打
水
や
何
処
へ
も
行
か
ぬ
風
そ
よ
ぐ

暇
乞
ひ
す
る
人
惜
し
む
夜
寒
か
な

風
ほ
そ
し

碪

聞
く
夜
の
ひ
と
へ
薮

き
ぬ
た

朝
顔
の
と
り
付
く
庵
の
簾
か
な

先
か
ら
は
放
さ
ぬ
友
や
秋
の
く
れ

【
会
の
連
絡
先
】

─

掛
川
市
八
坂

─

１
（
株
）
工
設
計
内

436
0004

434

携
帯090-1472-2972

Ｅ
メ
ー
ルtakum

ise@
titan.ocn.ne.jp
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嵐
牛
と
そ
の
仲
間
た
ち
（
二
）

─
─
多
忙
な
俳
諧
指
導
と
選
評
─
─

慶
応
三
年
に
続
き
、
翌
四
年
（
明
治
元
年
）
の
日
記
を
取
り
上

げ
る
。
こ
の
年
は
四
回
出
張
、
風
交
や
連
句
指
導
を
し
て
い
る
。

➀
一
月
二
十
五
日
、
名
古
屋
か
ら
羽
洲
・
章
和
の
両
名
が
見
付

(

磐
田
市)

に
来
遊
、
そ
こ
か
ら
手
紙
を
寄
越
し
て
誘
わ
れ
、
二
十

六
日
～
二
月
四
日
ま
で
見
付
の
杜
水
宅
に
出
掛
け
て
風
交
、
五
日

に
両
名
を
伴
っ
て
帰
庵
。
六
日
か
ら
連
句
を
は
じ
め
、
十
一
日
に

終
わ
り
、
小
夜
中
山
へ
案
内
し
て
と
も
に
遊
び
、
十
三
日
、
両
名

は
見
付
に
戻
る
。
左
の
句
は
そ
の
折
の
羽
洲
の
作
。

小
夜
中
山

心
な
き
山
に
富
士
見
る
二
日
か
な

羽
洲

②
三
月
七
日
か
ら
森
（
森
町
）
へ
出
杖
、
十
七
日
に
は
杜
水(

見

付
住)

、
十
湖(

浜
松
市
・
中
善
地
住)

、
知
碩(

磐
田
市
・
中
野
住)

ら
知
友
・
門
人
二
十
名
余
を
呼
び
寄
せ
、花
会(

芭
蕉
翁
追
善
法
要)

は
な
え

の
五
十
韻
連
句
を
徹
夜
で
満
尾
。
二
十
七
日
、
中
田(

磐
田
市)

へ

移
り
、
三
十
日
、
帰
庵
。
そ
の
間
に
草
雨
ら
三
名
が
入
門
。

③
四
月
十
一
日
、
岡
津(

掛
川
市)

に
出
杖
し
て
一
泊
、
十
三
日

に
小
松(

浜
松
市
浜
北
区)

、
十
四
日
に
中
田(

磐
田
市)

、
十
六
日

に
森(

森
町)

に
移
り
、
そ
の
間
に
中
田
の
洗
我
と
谷
川(

森
町)

の

や
か
わ

三
碩
が
入
門
。
十
八
日
か
ら
は
平
宇(

袋
井
市)

に
移
っ
て
同
月
三

ひ
ら
う

十
日
に
帰
庵
。
平
宇
で
の
歌
仙
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
な
発
句
を

見
出
す
。
鋭
い
感
覚
で
、「
斯
て
は
」
の
言
い
回
し
が
巧
み
。

か
く

稲
妻
や
斯
て
は
闇
も
う
つ
く
し
き

嵐
牛

④
七
月
二
十
五
日
、
島
田
に
出
杖
、
翌
八
月
十
七
日
、
瀬
戸(

藤

枝
市)

、
二
十
三
日
か
ら
現
在
焼
津
市
に
属
す
る
城
之
腰
・
小
川

じ
よ
う
の
こ
し

こ
が
わ

・
与
左
衛
門
新
田
を
遊
歴
、
九
月
三
日
、
島
田
に
戻
っ
て
、
五
日

に
帰
庵
。

④
の
島
田
出
張
は
、
前
年
に
続
く
も
の
で
、
や
は
り
秋
野
雪
香

亭
に
滞
在
。
同
年
の
『
俳
諧
ど
め
』
に
よ
れ
ば
、
前
年
の
関
取
小

野
川
と
の
一
夜
の
歓
が
忘
れ
が
た
く
、
そ
の
時
の
「
角
力
取
に
近

付
出
来
て
盆
の
月

習
静
」
に
呼
応
さ
せ
て
、

石
踏
み
て
行
く
や
雪
踏
の
す
ま
ひ
と
り

嵐
牛

せ
つ
た

た
な
ば
た
近
き
里
の
夕
月

習
静

以
下
の
歌
仙
を
両
吟
し
た
ほ
か
、
雪
香
・
砂
白
・
梅
城
と
両
吟
や

三
吟
を
巻
い
て
い
る
。
こ
の
期
間
中
で
あ
ろ
う
、
稿
本
『
柿
園
句

集
二
編
』
に
次
の
句
文
が
収
め
ら
れ
る
。

島
田
の
社
友
と
共
に
大
井
川
の
月
見
す
る
に
、
夜
半
の
頃
、

俄
に
瀬
音
か
は
り
、
百
千
の
雷
鳴
を
な
せ
り
。
い
か
な
る
事

に
や
と
い
ふ
に
、
こ
の
荒
川
、
出
水
の
後
、
水
先
の
替
る
事

有
る
に
、
た
ち
ま
ち
に
川
原
は
瀬
と
崩
れ
、
瀬
は
川
原
と
成

り
行
く
事
速
や
か
な
り
、
と
聞
て
い
さ
ゝ
か
心
落
ち
ゐ
て

澄
む
月
に
水
の
い
な
づ
ま
走
り
け
り

名
月
を
楽
し
ん
だ
後
、
八
月
十
七
日
、
上
青
島
村
瀬
戸(

藤
枝
市)
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の
小
沢
氏(

竹
渓)

宅
に
移
動
、
竹
渓
・
流
翠(

三
軒
屋)

・
玉
見
・

梅
隣
ら
瀬
戸
連
中
と
両
吟
四
巻
と
表
六
句
一
巻
を
詠
み
、
こ
の
折
、

流
翠
と
竹
渓
が
入
門
し
て
い
る(

入
門
短
冊
提
出)

。

日
記
の
記
事
は
、
「
廿
三
日
、
城
ノ

腰
（
焼
津
市
）
へ
移
り
、
夫

よ
り
小
川(

焼
津
市
）
、
又
、
与
左
衞
門
新
田
（
藤
枝
市
）
留
杖
」

と
極
め
て
簡
略
に
記
さ
れ
て
い
て
、難
読
不
明
箇
所
も
残
る
が
、『
俳

諧
ど
め
』
に
は
、
藤
枝
の
月
笑
、
与
左
衛
門
新
田
の
子
友
、
焼
津

の
董
雨
、
小
川
の
坦
々
・
文
外
と
両
吟
、
坦
々
・
文
外
と
三
吟
し

と
う
う

た
歌
仙
、
合
計
六
巻
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
、

嵐
牛
の
立
句(

発
句)

は
、

た
て
く

飛
ぶ
ち
か
ら
後
ろ
へ
余
る
い
な
ご
か
な

い
ら
ぬ
間
の
多
き
座
敷
や
き
り
〴
〵
す(

コ
オ
ロ
ギ
の
こ
と)

聞
く
よ
り
も
お
も
ふ
に
遠
し
鹿
の
声

吹
き
移
り
ゆ
く
や
小
笹
も
荻
の
声

終

宵
こ
ゝ
ろ
に
う
と
し
雨
の
月

よ
も
す
が
ら

の
五
句
で
、
派
手
さ
は
な
い
も
の
の
対
象
把
握
は
的
確
で
あ
る
。

さ
て
、
嵐
牛
が
瀬
戸
に
滞
在
中
、
中
新
田(

焼
津
市)

の
隣
村
、

高
洲
村
兵
太
夫
住
の
つ
か
さ(

司)

が
な
ぜ
か
嵐
牛
と
両
吟
歌
仙
を

ひ
よ
う
だ
ゆ
う

巻
い
て
い
る
。
兵
太
夫
と
そ
の
近
隣
の
連
中
は
、
す
で
に
「
柿
園(

嵐

牛)

評
月
並
句
合
」
の
定
連
だ
っ
た
の
で
、
恐
ら
く
嵐
牛
が
出
張
中

と
聞
き
付
け
、
連
句
の
指
導
を
受
け
が
て
ら
来
訪
し
、
奉
額
句
合

の
選
評
を
請
う
た
も
の
ら
し
い
。
そ
の
成
績
結
果
を
番
付
に
し
た

も
の
が

、
「
俳

諧
静
岡
」
第
91

号(

平
成

・

16

５
・
５
発
行)

に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
慶
応
四

年
九
月
発
行
で

「
西
駿
中
新
田

村
氏
神
社
永
代
奉
額
嵐
牛
撰
」
と
標
題
、
大
関
─

藤
枝
月
笑
・
関
脇

─

一
色
長
者
丸
・
小
結
─

兵
太
夫
月
彦
、
以
下
、
西
駿
連
中
九
十
五

人
が
四
段
に
わ
た
っ
て
名
を
連
ね
て
い
る(

図
版
参
照)

。
奉
納
し

た
神
社
を
突
き
と
め
、
ど
ん
な
勝
句
か
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
同
地
の
指
導
的
存
在
と
目
さ
れ
る
月
彦
に
つ
い
て
は
、

塚
本
五
郎
氏
遺
稿(

４)

「
北
堀
月
彦
の
句
碑
」(

「
俳
諧
静
岡
」
第

号
、
平
成

・
２
・
２
発
行)

の
調
査
記
録
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ

95

17

る
と
、
兵
太
夫
の
栄
昌
寺
に
「
と
き
を
得
て
ち
る
も
晴
也

槲

の

か
し
は

葉

七
十
八
翁

月
彦
」
の
句
を
刻
ん
だ
墓
碑
が
あ
り
、
八
左
衛
門

新
田
の
開
発
者
北
堀
八
左
衞
門
が
先
祖
で
、
月
彦
は
そ
の
九
代
目
、

俗
名
八
蔵
、
明
治
十
八
年
一
月
十
三
日
没(

)

の
由
。
息
玉
平
も

78

雲
眠
と
号
し
、
嵐
牛
の
来
村
し
た
八
月
に
入
門
短
冊
を
提
出
し
、

連
句
の
指
導
を
親
し
く
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た(

明
治
三
年
『
俳
諧

ど
め
』
ほ
か)

─
以
上
、
引
用
に
は
読
み
や
す
く
手
を
加
え
た
─
。
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嵐
牛
と
そ
の
仲
間
た
ち
（
三
）

─
─
永
島
拾
山
の
遠
州
来
遊
─
─

慶
応
三
年(

一
八
六
七)

十
一
月
十
九
日
の
日
記
に
、「
十
湖
、
昼

よ
り
帰
る
。
ナ
ゴ
ヤ
・
京
書
状
、
見
付
宛
白
鱗
舎
拾

山
迄
頼
み

し
ゆ
う
ざ
ん

遣
は
す
」
と
登
場
す
る
拾
山
も
嵐
牛
と
因
み
の
深
い
友
で
あ
っ
た
。

『
蒲
郡
町
誌
』(
昭
和
四
年)

な
ど
に
よ
る
と
、
拾
山
は
上
ノ
郷
向

山(

現
、
蒲
郡
市
神
ノ
郷
町)

の
旧
家
に
生
ま
れ
、
本
名
は
永
島
重

次
郎
。
兄
梔
岡
と
と
も
に
岡
崎
の
鶴
田
卓
池
に
俳
諧
を
学
び
、
初

し
こ
う

め
茶
岡
と
号
し
た
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
、
二
十
九
歳
）、
師
卓

池
が
亡
く
な
る
と
俳
諧
修
行
の
た
め
上
京
、
花
の
本
宗
匠
桜
井
梅

室
に
入
門
し
、
そ
の
没
後
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
頃
か
ら
諸

国
行
脚
に
出
、
嘉
永
末
頃
に
は
拾
山
と
改
号
し
て
い
る
。

安
政
三
年
（
一
八
五
六)

、
拾
山
は
処
女
選
集
『
ふ
く
ろ
さ
う
ぢ

(

袋
掃
除)

』
を
出
版
、
名
古
屋
の
梅
裡
が
そ
の
序
に
拾
山
は
古
郷

を
出
て
か
ら
尾
張
に
二
年
、
京
に
三
年
ほ
ど
寓
居
し
た
と
述
べ
て

お
り
、
不
明
な
時
期
の
足
取
り
が
判
明
す
る
。
本
文
中
に
は

老
る
ま
で
黄
鳥
人
に
し
ら
れ
け
り

蓬
宇

う
ぐ
ひ
す

以
下
、
嵐
牛
・
拾
山
の
三
吟
歌
仙
が
収
め
ら
れ
、
同
巻
は
嵐
牛
の

嘉
永
七
年(

一
八
五
四)

『
俳
諧
ど
め
』
に
よ
る
と
、
同
年
夏
、
牛

久
保(

豊
川
市)

の
伊
東
完
伍
宅
で
同
門
三
人
が
俳
席
を
囲
ん
だ
と

き
の
作
で
、
同
じ
『
俳
諧
ど
め
』
に
は
他
に
も
嵐
牛
・
拾
山
同
席

の
二
巻
が
書
き
留
め
ら
れ
、
二
人
に
完
伍
・
素
行
が
加
わ
っ
た
四

吟
四
歌
仙
を
収
め
る
『
夏
ご
も
り
』(

蓬
宇
跋
）
も
同
じ
頃
刊
行
さ

げ

れ
て
い
る
。
以
後
、
二
人
は
親
密
な
風
交
を
重
ね
、
安
政
六
年(

一

八
五
九)

、
拾
山
が
京
に
白
鱗
舎
と
呼
ぶ
庵
を
結
ん
だ
際
も
、
知
ら

せ
を
受
け
て
嵐
牛
は
、

江
山(

＊
漂
泊)

の
望
み
深
か
り
し
友
拾
山
、

京
師
に
住
処
も
と
む
る
と
聞
て
、

桃
尻
も
居
り
し
花
の
都
か
な(

『
嵐
牛
句
集
草
稿
初
編
』)

の
賀
章
を
送
り
、
記
念
の
『
明
意
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

拾
山
が
慶
応
二
年(

一
八
六
六
、
四
十
九
歳)

に
二
条
斉
敬
公
か

な
り
ゆ
き

ら
花
の
本
宗
匠
の
免
許
を
授
か
り
、
明
治
初
年
に
は
文
芸
結
社
国

風
社
の
副
社
長
と
な
っ
た
こ
と
は
、
は
や
く
『
蒲
郡
町
誌
』
の
記

す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
嵐
牛
が
没
し
た
八
年
後
、
明
治
十
七
年
四
月

十
一
日
、
郷
里
の
上
ノ
郷
で
亡
く
な
っ
た
。
享
年
六
十
七
。

拾
山
の
日
記
百
二
十
冊
余
が
遺
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
後
裔

永
島
家
を
訪
問
、
同
家
と
愛
知
県
史
編
纂
室
の
ご
厚
意
に
よ
り
現

在
調
査
・
解
読
中
だ
が
、
残
念
な
が
ら
日
記
は
明
治
二
年
以
降
の

も
の
で
、
二
人
の
交
友
の
全
貌
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か

し
、
明
治
三
年
の
日
記
は
、
そ
の
行
脚
ル
ー
ト
と
交
流
圏
を
教
え

て
く
れ
る
好
資
料
な
の
で
、
以
下
に
粗
々
紹
介
し
て
み
た
い
。

あ
ら
あ
ら

卯
月
朔
日
、
拾
山
は
善
光
寺
詣
に
京
を
発
つ
。
街
道
沿
い
の
俳

家
と
風
交
、
そ
の
謝
義
や
配
冊
済
み
の
『
威
徳
集
』（
慶
応
四
年
）
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の
集
料
を
回
収
し
つ
つ
善
光
寺
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
、
十
三
日
、
名
古

屋
入
り
し
、
夕
方
、
鳴
海
の
知
足
六
代
孫
下
郷
秋
湖
宅
に
着
き
、

逗
留
す
る
。
十
八
日
、
本
家
の
茶
ノ
湯
に
招
か
れ
、
知
足
・
蝶
羽

・
亀
世
三
代
や
素
堂
の
掛
物
な
ど
を
拝
見
。
二
十
三
日
出
立
、
三

河
八
橋
在
原
寺
の
義
玄(

秋
挙
門)

、
岡
崎
の
波
文
な
ど
を
歴
訪
し

ざ
い
げ
ん
じ

ぎ
げ
ん

つ
つ
五
月
朔
日
、
旧
里
上
ノ
郷
に
着
く
。
四
日
ま
で
逗
留
し
、
五

日
に
出
立
。
六
日
は
吉
田
（
豊
橋
）
の
蓬
宇
、
二
川
本
陣
の
梅
士

を
訪
ね
、
遠
州
入
出(

湖
西
市)

の
筌
露
宅
に
泊
ま
る
。
翌
七
日
、

せ
ん
ろ

舟
で
気
賀(

浜
松
市
北
区)

に
渡
り
、
都
田(

浜
松
市
北
区)

の
景
渚

き

が

宅
に
泊
ま
る
。
翌
八
日
か
ら
二
俣(

同
市
天
竜
区)

の
雨
竹
宅
に
連

泊
、
十
一
日
は
笠
井(

同
市
東
区)

に
移
り
、
尾
正
ら
地
元
連
中
と

風
交
、
十
六
日
に
連
句
が
満
尾
、
謝
儀
二
両
を
受
領
す
る
。
翌
十

七
日
、安
間(

同
市
東
区)

の
普
伝
院
に
摩
訶
庵
蒼
山(

明
治
二
年
没
、

あ
ん
ま

享
年

）
の
墓
参
。
十
八
日
、
昼
前
に
見
付
（
磐
田
市
）
の
杜
水

52

亭
（
鎌
田
屋
）
に
着
く
と
、
聴
雨
（
舒
堂
）
が
来
訪
、
拾
山
妻
の

訃
報
を
も
た
ら
す
。
翌
十
九
日
、
杜
水
か
ら
餞
別
百
疋
と
、

六
十
里
便
り
も
か
な
し
青
嵐

杜
水

の
悼
句
を
贈
ら
れ
、
急
い
で
ト
ン
ボ
返
り
、
二
十
日
、
旧
里
に
到

着
す
る
。
し
か
し
、「
兄
貴
は
い
ま
だ
公
用
に
て
紀
州
行
の
留
主
」

と
聴
か
さ
れ
、
ま
た
道
を
急
ぎ
、
二
十
三
日
夕
方
、
鳴
海
の
秋
湖

宅
に
再
び
草
鞋
を
脱
ぐ
。
翌
日
の
日
記
に
、
秋
湖
か
ら
こ
う
（
亡

妻
の
名
）
の
香
料
が
到
来
し
た
、
と
初
め
て
妻
が
亡
く
な
っ
た
こ

と
に
言
及
、

中
夏
中
の
八
日
、
見
付
の
里
な
る
五
峰
庵
（
杜
水
）
を
訪
ふ
。

聴
雨
来
遊
、
同
庵
事
、
去
る
卯
月
中
の
九
日
、
日
も
暮
に
至

る
頃
、
終
に
は
命
終
の
よ
し
申
し
来
り
け
れ
ば
、
云
々

つ
ひ

と
前
書
き
し
て
、

其
も
と
も
（
＊
あ
の
世
も
）
盛
な
る
べ
し
蓮
の
花

と
追
善
句
を
手
向
け
、
ま
た
、
亡
妻
の
五
七
日
供
養
を
兼
ね
、
下

郷
家
の
別
時
念
仏
に
本
家
の
隠
居
ら
と
と
も
に
出
席
し
て
い
る
。

七
月
二
日
の
夕
方
や
っ
と
帰
庵
、
掃
除
や
葬
式
・
香
料
の
礼
な

ど
の
後
始
末
で
一
ヶ
月
ほ
ど
を
過
ご
す
。
八
月
八
日
、
大
谷
で
釈

尼
晃
雲
の
永
代
御
読
経
を
執
行
し
、
十
四
日
、
仏
光
寺
柳
馬
場
西

へ
入
ル
松
の
木
裏
へ
転
居
、
十
七
日
に
は
再
び
遠
州
へ
向
け
て
出

立
し
、
九
月
二
十
七
日
夕
方
、
見
付
の
杜
水
亭
、
鎌
田
屋
に
着
く
。

そ
れ
か
ら
は
杜
水
亭
を
拠
点
に
、
予
め
手
紙
で
知
ら
せ
て
置
い

た
気
賀
・
笠
井
・
友
永
な
ど
の
嵐
牛
門
人
た
ち
を
歴
訪
す
る
。
十

月
七
日
、
福
田
（
磐
田
市
）
の
大
竹
氏
晴
笠
・
春
谷
兄
弟
ら
と
風

ふ
く
で

交
中
、
掛
川
か
ら
「
嵐
牛
老
人
」
が
駆
け
つ
け
、
風
談
の
内
に
連

泊
、
三
日
目
の
午
後
、
連
れ
立
っ
て
杜
水
亭
に
戻
っ
て
い
る
。

そ
の
間
、
日
記
に
は
次
の
よ
う
な
句
が
書
き
留
め
ら
れ
、
年
齢

差
（
二
十
歳
）
を
超
え
た
交
情
が
偲
ば
れ
る
。

出
合
ひ
の
約
束
遠
し
菊
の
花

嵐
牛

い
で

あ

紅
葉
見
や
連
れ
に
負
れ
て
わ
た
る
川

ヽ
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嵐
牛
と
そ
の
仲
間
た
ち
（
四
）

─
─
塞
馬
と
卓
池
門
の
継
承
─
─

三
河
国
足
助(

豊
田
市)

の
同
門
先
輩
塞
馬
に
つ
い
て
は
、
深
津

あ
す
け

さ
い
ば

三
郎
氏
の
浩
瀚
な
労
作
『
板
倉
塞
馬
全
集
』（
平
成

）
と
『
続
板

15

倉
塞
馬
全
集
』（
平
成

）
が
備
わ
っ
て
い
て
、
選
集
は
も
ち
ろ
ん

24

句
稿
・
一
枚
摺
・
手
紙
か
ら
断
片
的
な
書
留
の
類
ま
で
年
次
を
追

っ
て
網
羅
さ
れ
、
嵐
牛
研
究
に
も
欠
か
せ
な
い
基
本
文
献
で
あ
る
。

と
く
に
『
続
板
倉
塞
馬
全
集
』
に
は
、
【
４
】
の
［
２
］
「
塞
馬

が
交
流
し
た
人
達
」
の
⑹
に
「
掛
川
俳
人
・
嵐
牛
と
の
親
交
」
の

一
節
が
設
け
ら
れ
、「
塞
馬
は
一
生
の
あ
い
だ
に
、
こ
の
鍛
冶
屋
（
筆

者
注
、
嵐
牛
宅
）
の
前
を
３
回
も
通
っ
た
。
１
回
目
は
天
保
９
年

の
松
島
紀
行
の
途
中
で
、
た
だ
素
通
り
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
２
回

目
は
弘
化
４
年
の
駿
河
紀
行
（
卓
池
句
碑
募
金
の
た
め
の
旅
）
を

し
た
際
で
、
こ
の
時
は
嵐
牛
宅
に
立
寄
り
、
訪
問
者
寄
書
帳
『
錦
木
』

に
し
き
ぎ

へ
俳
句
２
句
を
記
帳
し
た
」
と
述
べ
、
写
真
図
版
と
と
も
に

旅
中
二
句

北
へ
ゆ
く

鴈
見
お
く
り
ぬ

阿
波
々
山

か
り

は
れ
〴
〵
と

明
川
越
し
て

更

衣

塞
馬

あ
き
が
は

こ
ろ
も
が
へ

を
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
阿
波
々
山
」
は
嵐
牛
宅
の
北
５
キ
ロ
ほ
ど

に
あ
る
粟
ヶ
岳
（
５
３
２
㍍
）
で
、
頂
上
近
く
に
は
磐
座
と
阿
波

い
わ
く
ら

々
神
社
が
あ
り
、
か
つ
て
無
間

の
鐘
で
知
ら
れ
る
観
音
寺
（
廃

寺
）
が
あ
っ
た
。
賀
茂
真
淵
が

『
岡
部
日
記
』
（
元
文
五
年
・

一
七
四
〇
）
に
「
雲
高
く
立
つ

白
雲
の
あ
は
が
岳
あ
は
と
咎
め

て
見
ぬ
人
ぞ
な
き
」
と
詠
ん
で

以
来
、
遠
江
国
の
歌
枕
と
さ
れ
、

地
元
石
川
依
平
の
詠
ん
だ
長
歌
・
反
歌
は
代
表
作
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

塞
馬
は
、
師
の
遺
句
集
の
編
纂
に
携
わ
り
、
成
稿
後
、
嵐
牛
の

仲
介
で
依
平
に
校
閲
を
仰
ぎ
、
文
法
の
間
違
い
や
仮
名
遣
い
な
ど

を
修
正
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
御
礼
を
兼
ね
、
嘉
永
四
年(

一
八
五
一)

秋
、
は
る
ば
る
塩
井
川
原
に
来
遊
、
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
、
嵐
牛

父
子
と

①
雲
ご
と
に
こ
ゝ
ろ
も
と
じ
て
月
一
夜

塞
馬

ひ
や
〳
〵
膳
に
上
る
船
む
し

嵐
牛

②
は
る
か
往
て
水
影
さ
し
ぬ
暮
の
鴫

嵐
牛

ゆ
き

月
に
お
く
る
ゝ
早
稲
の
刈
し
ほ

塞
馬

③
た
の
ま
ね
ば
行
灯
も
お
か
ぬ
夜
寒
哉

塞
馬

あ
ん
ど

袂
に
ひ
と
つ
の
こ
る
初
茸

洋
々

の
歌
仙
三
巻
（
第
三
以
下
、
引
用
省
略
）
を
両
吟
、
隣
村
伊
達
方

塞馬筆・旅中二句（『錦木』所収）
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の
依
平
に
礼
を
述
べ
、
か
つ
風
交
す
る
。
九
月
十
三
日
、
依
平
に

も
暇
を
乞
い
、
嵐
牛
に
「
影
遠
く
見
ゆ
る
処
ま
で
」
見
送
ら
れ
て

帰
途
に
就
き
、
途
中
、
見
付
に
も
滞
在
し
風
交
し
て
い
る
。

こ
の
間
の
紀
行
（
稿
本
）
が
『
板
倉
塞
馬
全
集
』
に
収
録
さ
れ

る
『
櫃
を
さ
め
』
で
、
塞
馬
が
嵐
牛
宅
か
ら
佐
倉
（
御
前
崎
市
）

の
池
宮
神
社
に
出
掛
け
て
見
物
し
た
、
櫃
に
詰
め
た
赤
飯
を
神
社

と
池
に
沈
め
納
め
た
法
然
上
人
に
因
む
神
事
に
よ
る
命
名
で
あ
る
。

塞
馬
は
、
翌
嘉
永
五
年(

一
八
五
二)

八
月
五
日
、
岡
崎
燕
ヶ
岡

で
卓
池
句
碑
の
除
幕
式
を
行
い
、
翌
六
日
に
嵐
牛
を
句
碑
に
案
内
、

十
日
に
同
地
随
念
寺
で
七
回
忌
の
追
善
句
会
を
催
し
て
い
る
。
遺

句
集
『
青
々
処
句
集
』
は
、
塞
馬
が
跋
に
卓
池
略
伝
を
付
し
、
前

年
十
月
付
け
と
な
っ
て
い
る
。「
七
霜
忌
の
位
前
に
備
え
ん
と
す
」

と
述
べ
て
い
る
の
で
、
七
回
忌
の
正
当
命
日
に
間
に
合
わ
せ
た
出

版
で
あ
ろ
う
。

深
津
氏
は
「
掛
川
俳
人
・
嵐
牛
と
の
親
交
」
の
な
か
で
、「
続
い

て
翌
嘉
永
６
年
の
４
月
、
「
塞
馬
（

才)

は
、
完
伍(

才
）
・
嵐

66

58

牛
（

才
）・
蓬
宇
（

才
）・
筌
露
の
４
名
を
完
伍
宅
（
筆
者
注
、

57

45

豊
川
市
牛
久
保
住
）
へ
呼
び
寄
せ
、

日
間
に
わ
た
り
連
句
を
巻

15

き
つ
づ
け
」
け
、
造
反
の
動
き
を
見
せ
て
い
る
故
水
竹
・
三
岳
ら

の
一
派
を
牽
制
し
、
卓
池
門
を
塞
馬
か
ら
完
伍
、
蓬
宇
へ
と
継
承

さ
せ
る
意
思
を
表
明
し
、
さ
ら
に
遠
州
で
宗
匠
活
動
を
始
め
た
嵐

牛
の
参
加
を
得
る
こ
と
で
、
そ
の
路
線
を
公
認
さ
れ
た
も
の
の
よ

う
に
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
、
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
折
の

四
吟
四
歌
仙
の
発
句
は
、
以
下
の
四
句
で
あ
る
。

①
に
ご
り
江
の
す
む
方
出
来
し
卯
月
哉

蓬
宇

②
川
岸
へ
出
て
夕
空
広
き
若
葉
哉

完
伍

か

し

③
晴
れ
く
ち
の
雨
ふ
く
窓
や
若
楓

嵐
牛

④
ひ
や
〳
〵
と
芦
間
を
出
た
り
夏
の
月

塞
馬

嵐
牛
の
書
留
『
俳
諧
ど
め
』
を
通
覧
す
る
と
、
そ
の
後
、
涼
石

居
（
完
伍
宅
）
で
催
さ
れ
る
「
信
友
会
」
や
前
回
に
紹
介
し
た
拾

山
ら
と
の
俳
席
な
ど
に
嵐
牛
は
屡
々
参
加
し
て
い
て
、
そ
れ
を
漠

然
と
同
門
の

誼

か
ら
と
誤
認
し
て
い
た
が
、
深
津
氏
の
分
析
通

よ
し
み

り
、
涼
石
居
は
塞
馬
晩
年
の
計
ら
い
に
よ
り
東
三
河
卓
池
門
の
参

集
拠
点
と
さ
れ
、
嵐
牛
も
積
極
的
に
呼
応
し
た
の
で
あ
る
。

文
久
元
年(

一
八
六
一)

、
完
伍
宅
に
芭
蕉
堂
が
落
成
、
五
月
二

十
一
日
か
ら
十
日
間
、
三
河
一
円
と
西
遠
の
卓
池
門
人
た
ち
が
参

集
し
、
記
念
の
十
歌
仙
が
巻
か
れ
た
。
塞
馬
・
嵐
牛
は
も
ち
ろ
ん
、

拾
山
も
出
席
し
て
い
る
（
『
此
夕
集

三
十
』
）
。
し
か
し
、
岡
崎
や

豊
橋
か
ら
の
出
席
は
蓬
宇
を
除
い
て
な
く
、
塞
馬
の
思
惑
と
違
っ

て
卓
池
門
は
一
枚
岩
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

嵐
牛
の
慶
応
三
年(

一
八
六
七)

日
記
に
は
、
極
月
三
日
の
条
に
、

「
三
州
足
助
、
池
田
や
七
右
衛
門
殿
文
音
。
隠
居
塞
馬
老
、
八
月

よ
り
不
快
、
霜
月
廿
四
日
、
遠
行
の
由
、
訃
音
な
り
。
八
十
六
、

七
に
も
や
成
け
ん
」
と
記
す
が
、
正
し
く
は
享
年
八
十
で
あ
っ
た
。
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嵐
牛
と
そ
の
仲
間
た
ち
（
五
）

─
─
永
島
拾
山
の
東
行
─
─

前
稿(

三)

で
述
べ
た
拾
山
と
の
交
友
の
続
稿
で
あ
る
。

既
述
の
通
り
、
拾
山
は
明
治
三
年
、
二
度
に
わ
た
っ
て
遠
州
に

来
遊
、
そ
の
う
ち
十
月
七
日
か
ら
三
日
間
、
福
田(

磐
田
市)

の
大

ふ
く
で

竹
晴
笠
宅
に
滞
在
、
駆
け
つ
け
た
嵐
牛
と
風
交
し
、
十
日
、
見
付

の
杜
水
宅
ま
で
一
緒
に
戻
り
、
そ
こ
で
別
れ
た
。

拾
山
は
十
一
日
、
迎
え
に
来
た
秋
鹿
古
栗
に
伴
わ
れ
て
友
永(

袋

あ
い
か
こ
り
つ

と
も
な
が

井
市)

の
同
人
宅
に
五
泊
し
て
両
吟
を
満
尾
、
十
六
日
、
古
栗
の
案

内
で
平
宇(

袋
井
市
下
山
梨)

の
足
立
水
音
宅
を
訪
ね
て
風
交
す
る
。

ひ
ら
う

水
音
は
嵐
牛
門
の
四
天
王
に
数
え
ら
れ
る
有
力
門
人
で
、
後
号
を

湛
水
と
い
う
。
十
八
日
は
森
（
森
町
）
の
竹
内
試
雪
を
訪
ね
、
つ

た
ん
す
い

い
で
翌
十
九
日
は
福
川
楽
水
宅
に

移
っ
て
両
・
三
吟
、
二
十
三
日
は

鎌
田
（
磐
田
市
）
の
石
井
野
風
、

二
十
五
日
は
中
泉
（
同
上
）
の
旭

齋
と
嵐
牛
門
を
歴
訪
、
連
句
指
導

を
つ
づ
け
る
。

そ
の
間
に
地
元
連
中
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
句
稿
群
が
拾
山
資
料
中
に

含
ま
れ
、
嵐
牛
の
手
紙
も
一
通
混

拾山宛嵐牛書簡─永島勉氏蔵─

入
し
て
い
る
。
十
一
月
廿
三
日
付
、
拾
山
宛
で
、
─
─
先
日
の
風

交
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
折
角
の
お
誘
い
な
が
ら
咳
が
出
て

止
ま
ら
ず
、今
回
は
遠
慮
し
ま
す
─
─
と
い
う
断
り
の
手
紙
で
、「
句

な
し
」
と
謙
遜
し
つ
つ
、

両
の
肘
掛
く
れ
ば
眠
き
火
鉢
か
な

伐
つ
た
松
惜
し
み
に
出
た
り
冬
ご
も
り

き冬
枯
や
夜
市
を
の
ぞ
く
猟
も
ど
り

は
き
替
た
わ
ら
ぢ
の
ち
さ
き
寒
さ
か
な

な
ど
、
句
稿
二
枚
を
同
封
し
て
い
る
。
卑
近
な
素
材
・
対
象
な
が

ら
、
表
現
・
俳
意
の
い
ず
れ
も
確
か
で
、
詩
魂
に
緩
み
は
な
い
。

同
じ
資
料
群
に
含
ま
れ
る
旭
齋
の
手
紙
は
、
近
詠
三
句
を
拾
山

に
送
っ
て
批
評
を
仰
い
だ
も
の
だ
が
、
そ
の
は
じ
め
に
、「
先
般
は

汐
井
川
原
ま
で
御
越
被
レ

遊
候
由
、
向
寒
の
節
、
先
々
御
路
中
、

あ
そ
ば
さ
れ

無
二

御
障
一

、
大
慶

仕

候
」
と
述
べ
、
日
付
を
欠
い
て
い
る
け

お
さ
は

り
な

く

つ
か
ま
つ
り

れ
ど
も
、
同
じ
頃
で
あ
ろ
う
。
日
記
に
は
中
善
地
（
浜
松
市
東
区

豊
町
）
の
十
湖
な
ど
と
風
交
後
、
閏
十
月
二
十
七
日
、
旧
里
に
寄

っ
て
、
十
一
月
二
十
一
日
、
京
に
帰
庵
し
て
お
り
、
記
事
も
見
当

た
ら
な
い
の
で
、
訪
問
が
実
現
し
た
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
嵐
牛

を
思
慕
す
る
念
が
強
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

明
治
五
年
三
月
、
政
府
は
神
祇
省
を
廃
し
て
教
部
省
を
設
け
、

教
導
職
十
四
階
級
を
定
め
、
神
官
・
僧
侶
か
ら
任
命
し
た
。
同
年

九
月
、
大
教
院
を
紀
州
邸
に
設
置
、
翌
六
年
二
月
に
は
芝
の
増
上
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寺
に
そ
れ
を
移
し
、
地
方
に
は
中
・
小
教
院
を
設
け
、
神
官
・
僧

侶
以
外
か
ら
も
広
く
人
材
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。
翌
三
月
末
、

永
平
寺
貫
首
、
大
教
正
の
細
谷
環
渓
が
俳
諧
師
か
ら
も
教
導
職
に

任
命
す
べ
き
で
、
府
下
に
も
両
三
名
の
適
任
者
が
い
る
と
建
白
し

た
。
そ
こ
で
四
月
、
大
教
院
に
お
い
て
俳
諧
師
の
考
査
試
験
が
実

施
さ
れ
、
五
月
に
三
森
幹
雄
と
鈴
木
月
彦
が
合
格
、
六
月
に
は
関

為
山
、
橘
田
春
湖
、
鳥
越
等
栽
の
三
老
が
推
薦
さ
れ
た
。

き
つ
た

為
山
か
ら
手
紙
で
連
絡
を
受
け
た
拾
山
（

）
は
、
古
老
八
木

56

芹
舎
（

）
に
か
わ
っ
て
京
俳
壇
の
代
表
と
し
て
、
東
行
す
る
こ

き
ん
し
や

79

と
に
な
っ
た
。
途
中
、
遠
州
連
中
を
再
訪
し
な
が
ら
そ
の
年
五
月

十
四
日
、
汐
井
川
原
の
嵐
牛
を
訪
ね
て
一
泊
す
る
。
翌
十
五
日
、

歌
枕
小
夜
の
中
山
を
越
え
、

撫
で
て
ゆ
く
山
の
姿
や
青
嵐
（
＊
前
書
省
略
）

の
自
作
と
、

さ
く
ら
見
し
こ
ゝ
ろ
静
ま
る
牡
丹
か
な

以
下
三
句
の
嵐
牛
吟
を
書
き
留
め
て
い
る
。
そ
の
日
、
大
井
川
を

渡
っ
て
島
田
の
秋
野
雪
香
、
つ
い
で
山
本
習
静
を
訪
ね
、
一
泊
し

て
い
る
。
日
記
に
「
お
と
ゝ
し
（
＊
明
治
四
年
）
も
此
の
山
本
氏

に
と
ゞ
め
ら
れ
侍
り
し
な
り
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
旭
齋
の
い

う
拾
山
の
嵐
牛
宅
訪
問
は
そ
の
折
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
─
─
雪

香
・
習
静
に
つ
い
て
は
、
本
稿
㈠
㈡
参
照
─
─
。

ま
た
、
同
日
の
記
事
は
流
翠
（
瀬
戸
、
青
島
屋
）、
雨
石
（
静
岡

上
穀
町
、
三
河
屋
龍
次
）
の
メ
モ
で
終
っ
て
い
る
の
で
、
習
静
か

ら
同
門
の
二
人
を
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
翌
十
六
日
に
は
瀬

戸
の
流
翠
を
訪
ね
た
後
、
宇
都
ノ
谷
峠
、
蔦
の
細
道
を
二
十
年
ぶ

り
に
通
っ
て
雨
石
宅
に
一
泊
、
風
談
に
短
夜
を
過
ご
し
、

細
道
を
ゆ
か
ず
と
も
こ
の
蔦
わ
か
ば

と
い
っ
た
自
作
や
、

短
夜
や
釣
瓶
の
水
の
も
る
ゝ
音

習
静

つ
る

べ

時
鳥
啼
く
や
家
船
の
朝
け
む
り

雨
石

や
ぶ
ね

な
ど
の
句
を
書
き
留
め
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
降
は
卓
池
門
と
縁
の
薄
い
土
地
ば
か
り
で
、

文
音
で
旧
知
の
俳
士
、
た
と
え
ば
静
岡
元
鷹
匠
町
の
小
川
尋
香
や

大
磯
鴫
立
庵
の
大
沢
寿
道
を
訪
ね
る
ぐ
ら
い
で
、
五
月
廿
一
日
、

し
ぎ
た
つ
あ
ん

金
川
（
神
奈
川
）
か
ら
新
橋
ま
で
前
年
開
通
し
た
ば
か
り
の
「
蒸

汽
車
」
に
乗
り
、
東
京
中
橋
桶
町
の
為
山
宅
に
た
ど
り
着
く
。

東
京
で
諸
名
家
と
交
流
を
重
ね
る
な
か
、
六
月
十
七
日
、
祭
礼

と
開
講
式
で
前
代
未
聞
の
賑
わ
い
を
見
せ
る
大
教
院
に
参
拝
、
さ

ら
に
同
月
末
、
大
教
院
の
大

祓
に
出
席
し
、
神
殿
に
、

お
お
は
ら
い

社
頭
祝

す
む
空
の
こ
と
に
涼
し
き
祭
か
な

拾
山

の
句
を
奉
納
、
そ
れ
が
記
念
選
集
『
真
名
井
』（
官
許
教
林
盟
社
、

ま

な

い

翌
七
年
刊
）
の
巻
頭
芹
舎
の
次
に
入
集
す
る
栄
誉
に
浴
し
た
。
尊

王
家
で
信
仰
の
篤
い
拾
山
に
は
忘
れ
が
た
い
東
行
で
あ
っ
た
。


